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【公開番号】特開2017-217120(P2017-217120A)
【公開日】平成29年12月14日(2017.12.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-048
【出願番号】特願2016-112275(P2016-112275)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼を検査する眼科装置であって、
　被検眼を検査するための検眼手段と、
　左右の少なくとも一方の被検眼を含む顔画像を撮影するための顔撮影手段と、
　駆動手段を有し、前記被検眼と前記検眼手段との相対的な位置関係を調整する調整手段
と、
　前記調整手段の駆動を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、被検眼の３次元座標のうち少なくとも１つの座標成分を仮定し、仮定
した前記座標成分と、顔画像から検出した被検眼の２次元座標と、に基づいて、前記被検
眼の仮の３次元座標を算出し、前記仮の３次元座標に基づいて、前記駆動手段を制御する
ことを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、被検者の顔が顔支持手段に支持された状態において、前記被検眼のｚ
座標を仮定することを特徴とする請求項１の眼科装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記仮の３次元座標に基づいて、前記被検眼の位置が所定範囲内であ
るか否かを判定することを特徴とする請求項１または２の眼科装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記仮の３次元座標が所定範囲外である場合、前記駆動手段を駆動さ
せることを特徴とする請求項３の眼科装置。
【請求項５】
　被検眼を検査する眼科装置において実行される眼科装置制御プログラムであって、前記
眼科装置のプロセッサによって実行されることで、
　左右の少なくとも一方の被検眼を含む顔画像を撮影する顔撮影ステップと、
　前記被検眼の３次元座標のうち少なくとも１つの座標成分を仮定し、仮定した前記座標
成分と、前記顔画像から検出した被検眼の２次元座標と、に基づいて、前記被検眼の仮の
３次元座標を算出する算出ステップと、
　前記仮の３次元座標に基づいて、前記被検眼を検査するための検眼手段と前記被検眼と
の相対的な位置関係を調整する調整ステップと、
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を前記眼科装置に実行させることを特徴とする眼科装置制御プログラム。
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